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当社のコーポレート・ガバナンスの状況は以下のとおりです。

Ⅰコーポレート・ガバナンスに関する基本的な考え方及び資本構成、企業属性その他の基本情報

１．基本的な考え方

当社及び当社子会社（以下、当社グループという）は、グループビジョン“Look Beyond”で掲げた「私たちの使命」、「私たちの価値観」、「私たちの

スピリット」の下、持続的な成長と中長期的な企業価値向上を実現するために、コーポレートガバナンスの強化と充実に取り組んでいます。

コーポレートガバナンス体制整備の基本方針としては、経営監視機能と経営執行機能を明確に分離し、経営監視機能を強化するとともに、経営執
行については、コーポレート機能と事業執行機能を明確に区分し、事業執行における迅速な意思決定を図っています。

経営監視機能は、主に「当社グループの基本方針承認と経営執行の監視機関」 である取締役会が担っています。取締役７名のうち３名（提出日

現在）を社外取締役とし、取締役会の議長を社外取締役が務めることで、経営の客観性・透明性を高め、コーポレートガバナンス体制を強化してい
ます。また、経営監視機能をさらに向上させるため、取締役会の任意の諮問機関として「指名委員会」と「報酬委員会」を設置しており、それぞれメ
ンバーの過半数（提出日現在）は社外取締役で構成し、各委員長は社外取締役が務めることで、取締役及び執行役員等の評価・選任及び報酬に
関する客観性を高めています。さらに、当社は監査役制度を採用しており、監査役は社外監査役３名を含む４名（提出日現在）で監査役会を構成
しています。

経営執行機能は、社長執行役員以下の執行役員が担っています。社長執行役員の諮問機関として経営会議を設置し、経営執行の意思決定及び
事業経営の監視について審議しています。事業執行においては、カンパニー（社内疑似分社）制を導入しており、グローバル連結運営体制を採用
するとともに、事業執行の責任と権限をカンパニー／ＳＢＵに大幅に委譲しています。

グループビジョン“Look Beyond”につきましては、本報告書Ⅰ１．「基本的な考え方」【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】〔原則

３－１　情報開示の充実〕（ⅰ）経営理念等や経営戦略、経営計画、及び当社ウェブサイトをご参照ください。

http://www.agc.com/company/vision/index.html

【コーポレートガバナンス・コードの各原則を実施しない理由】

当社は、コーポレートガバナンス・コードの各原則について、全て実施しています。

【コーポレートガバナンス・コードの各原則に基づく開示】

当社は、コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方、方針を示すものとして、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」を定め、当

社ウェブサイトに開示しています。

http://www.agc.com/company/governance/index.html

〔原則１－４　政策保有株式〕

＜政策保有に関する方針、議決権行使基準＞

政策保有株式の政策保有に関する方針、議決権行使につきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第４条（政策保有株式）

に記載していますので、ご参照ください。

＜政策保有株式の保有の検証内容＞

2018年度に開催した取締役会にて、保有する個別の政策保有株式について、保有の目的や経済的合理性を総合的に精査し、保有する合理性を
検証しました。その結果、保有する合理性が希薄となったと考えられる銘柄については、縮減を進めます。

なお、2018年度においては、7銘柄231億円の売却を実施しています(一部株式数の売却を含む)。

〔原則１－７　関連当事者間の取引〕

関連当事者間の取引の手続きの枠組みにつきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第５条（株主の利益に反する取引の

防止）に記載していますので、ご参照ください。

〔原則２－６　企業年金のアセットオーナーとしての機能発揮〕

当社の年金資産の運用は、AGC企業年金基金（以下、基金）が担っています。当社は、年金資産の運用に関わる専門性を担保するため、人事や
経理・財務の経験・資質を持った人材を計画的に基金に配置しています。また、利益相反の適切な管理のため、基金の資産運用委員会及び理事
会・代議員委員会に当社の労働組合幹部を配置しています。

基金では、将来にわたる確実な年金給付等に必要な年金資産積立のため、外部コンサルティング機関を起用し、運用の基本方針の策定・見直
し、資産運用について第三者の意見を得ております。また、四半期に一度の定例運用報告会などにおいて、定量面・定性面の両面から、運用受託
機関による資産運用が適切になされているかをモニタリングしています。

〔原則３－１　情報開示の充実〕

（ⅰ）経営理念等や経営戦略、経営計画

当社グループは、グループ全ての事業活動や社会活動を貫く理念として、ＡＧＣグループビジョン“Look Beyond”　を掲げています。ＡＧＣグループ

が世の中に提供すべき価値、グループの存在意義「私たちの使命」、あらゆる行動の基礎として共有する重要な考え方「私たちの価値観」、グルー
プ従業員が世代を超えて受け継ぎ、実践して行く基本精神「私たちのスピリット」をグループビジョンとしてグループ内で共有しています。

「ＡＧＣグループビジョン」につきましては、当社ウェブサイトに開示しています。

http://www.agc.com/company/vision/index.html

当社グループは、「2025年のありたい姿」として、「コア事業が確固たる収益基盤となり、戦略事業が成長エンジンとして一層の収益拡大を牽引す
る、高収益のグローバルな優良素材メーカーでありたい」と定めました。このありたい姿を実現するための基本方針は以下の通りです。



①常にマーケット視点に立ち、お客様からの期待に応え、信頼を高め続ける

②コア事業・戦略事業とも、自律的成長に加え、戦略的なＭ＆Ａを大胆に行い、持続的成長を図る

③東南アジアと中東を面でつなぎ、アジア地域の高成長を取り込む

④メリハリのある経営資源配分を徹底し、資産効率の高い事業構造に転換する

経営戦略の詳細や中期経営計画“AGC plus-2020” については、当社ウェブサイトに開示しています。

　http://www.agc.com/ir/policy/plan/index.html

（ⅱ）コーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針　　　当社のコーポレートガバナンスに関する基本的な考え方と基本方針につき
ましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」をご参照ください。

（ⅲ）取締役、執行役員の報酬の決定に当たっての方針と手続

取締役、執行役員の報酬の決定に当たっての方針と手続につきましては、本報告書Ⅱ１．「報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」
に記載していますので、ご参照ください。

また、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第１６条（報酬委員会）、第１７条（役員報酬）及び別紙３（役員の報酬等の決定方針）にも

記載していますので、ご参照ください。

（ⅳ）取締役、監査役候補者の決定及び執行役員の選解任の方針と手続

取締役、監査役候補者の決定及び執行役員選解任の方針と手続につきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第１４条（指

名委員会）及び第１５条（取締役、監査役候補者の決定及び執行役員の選解任の方針と手続）に記載していますので、ご参照ください。

（ⅴ）取締役、監査役候補者の個々の選任理由

本年の株主総会における取締役候補者及び監査役候補者の個々の選任理由につきましては、第９４回定時株主総会招集ご通知の「株主総会参
考書類」に記載していますので、ご参照ください。

なお、第９４回定時株主総会招集ご通知は、当社ウェブサイトに開示しています。

　http://www.agc.com/ir/event/meeting/index.html

〔補充原則４－１－１　取締役会の経営陣に対する委任の範囲の概要〕

取締役会の経営陣に対する委任の範囲につきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第８条（取締役会の役割）に、社長執

行役員をはじめとする執行役員に委任する事項を記載していますので、ご参照ください。

〔原則４－９　独立社外取締役の独立性判断基準〕

独立社外取締役の独立性判断基準につきましては、本報告書Ⅱ１．「その他独立役員に関する事項」に記載していますので、ご参照ください。

また、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」別紙２（社外役員の独立性に関する基準）にも記載していますので、ご参照ください。

〔補充原則４－１１－１　取締役会全体としてのバランス、多様性、規模に関する考え方〕

取締役会全体としてのバランス、多様性、規模に関する考え方につきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第７条（取締役

会の構成）及び第１５条（取締役、監査役候補者の決定及び執行役員の選解任の方針と手続）に記載していますので、ご参照ください。

〔補充原則４－１１－２　取締役、監査役の兼任状況〕

取締役、監査役の兼任状況につきましては、第９４回定時株主総会招集ご通知の「事業報告」に記載していますので、ご参照ください。

なお、第９４回定時株主総会招集ご通知は、当社ウェブサイトに開示しています。

　http://www.agc.com/ir/event/meeting/index.html

〔補充原則４－１１－３　取締役会の実効性評価の結果の概要〕

当社は持続的な成長と中長期的な企業価値の向上を実現するために、継続的にコーポレートガバナンスを強化し、充実させることが重要であると
考えています。

この取り組みの一環として、取締役会において、毎年、その実効性を分析・評価しています。

取締役会の実効性評価の方法

2018年の取締役会の実効性評価は、取締役会を構成する全ての取締役による自己評価の形式をとりました。

まず各取締役が、調査票及び個別インタビューへの回答により、取締役会の実効性の評価を行いました。その後、取締役会においてそれらの評
価結果を検証し、取締役会の実効性を向上させるための施策を議論しました。

評価結果の概要と今後の取り組み

上記評価の結果、当社の取締役会及び諮問委員会等は、少人数でオープンな雰囲気の下、積極的な議論が行われており、適切な運営で実効性
が十分に確保されていると評価されました。

また、現在の形式での実効性評価は3回目となりましたが、評価数値は全般的に年々改善傾向にあります。

今後も取締役会や諮問委員会等の適切な運営体制や議論のしやすい環境を維持するとともに、実効性評価によって明らかになった課題について
真摯に取り組み、継続的に取締役会および各諮問委員会等の機能向上を図っていきます。

〔補充原則４－１４－２　取締役、監査役に対するトレーニングの方針〕

取締役、監査役に対するトレーニングとして、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第１９条（取締役、監査役への情報提供）に、取締

役、監査役に対する情報提供に関する方針を記載していますので、ご参照ください。

〔原則５－１　株主との建設的な対話に関する方針〕

当社は、次の方針に基づき、重要課題の一つとして、株主との建設的な対話の促進に取り組んでいます。

１）株主との対話を充実させるため、投資家説明会や株主総会等を通じて、社長執行役員等が経営方針、業績状況、主要課題の取組状況等の開
示・説明を適切に行います。

２）株主との対話については、ＩＲ担当執行役員が統括します。

３）株主との対話にあたっては、ＩＲ担当部門を中心として、社内関連部署と情報共有を行い、連携を図ります。

４）株主との対話により把握された株主の意見は、取締役会、執行役員、社内関係部署に対し、フィードバックを行い、情報共有を図ります。

５）株主との対話にあたっては、インサイダー情報の提供を防止するため、「インサイダー取引防止管理規程」に則り、厳格に情報を管理します。



なお、株主との建設的な対話に関する方針につきましては、「ＡＧＣグループ コーポレートガバナンス基本方針」第２２条（株主との対話）にも記載し

ていますので、ご参照ください。

２．資本構成

外国人株式保有比率 20%以上30%未満

【大株主の状況】

氏名又は名称 所有株式数（株） 割合（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社(信託口) 16,425,600 7.42

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口) 11,419,700 5.16

明治安田生命保険相互会社 9,615,600 4.34

バークレイズ証券株式会社 6,000,000 2.71

公益財団法人旭硝子財団 5,874,481 2.65

三菱地所株式会社 4,540,606 2.05

旭硝子取引先持株会 4,160,533 1.88

東京海上日動火災保険株式会社 4,036,983 1.82

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口５) 3,879,700 1.75

日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口９) 3,738,000 1.69

支配株主（親会社を除く）の有無 ―――

親会社の有無 なし

補足説明

イ．ブラックロック・ジャパン（株）及び共同保有者６名から、2017年３月22日付で、株券等の大量報告に関する報告書が提出されておりますが、当
社として2018年12月31日現在の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載してお
ります。なお、当該報告書による2017年３月15日現在の株式所有状況は以下のとおりであります。

　 保有株券等の数 60,824千株、株券等保有割合 5.13％

（内訳）

　 ブラックロック・ジャパン（株）　保有株券等の数　20,157千株、株券等保有割合　1.70%

ブラックロック・フィナンシャル・マネジメント・インク　保有株券等の数　1,348千株、株券等保有割合　0.11%

　 ブラックロック・ライフ・リミテッド　保有株券等の数　2,564千株、株券等保有割合　0.22%

　 ブラックロック・アセット・マネジメント・アイルランド・リミテッド　保有株券等の数　4,295千株、株券等保有割合　0.36%

　 ブラックロック・ファンド・アドバイザーズ　保有株券等の数　13,333千株、株券等保有割合　1.12%

　 ブラックロック・インスティテューショナル・トラスト・カンパニー、エヌ.エイ.　 保有株券等の数　16,782千株、株券等保有割合　1.41%

　 ブラックロック・インベストメント・マネジメント（ユーケー）リミテッド　保有株券等の数　2,344千株、株券等保有割合　0.20%

　（注）上記の所有株式数は2017年７月１日付で実施した株式併合（普通株式５株を１株に併合）前の株式数にて記載しています。

ロ．（株）みずほ銀行及び共同保有者１名から、2018年11月７日付で、株券等の大量保有に関する変更報告書が提出されていますが、当社として
2018年12月31日現在の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載しています。な
お、当該報告書による2018年10月31日現在の株式所有状況は以下のとおりです。

　保有株券等の数 11,079千株、株券等保有割合 4.78％

　（内訳）

　　（株）みずほ銀行 保有株券等の数 1,731千株、株券等保有割合 0.75％

アセットマネジメントOne（株） 保有株券等の数 9,347千株、株券等保有割合 4.03％

ハ．（株）三菱ＵＦＪ銀行及び共同保有者２名から、2019年１月４日付で、株券等の大量保有に関する変更報告書が提出されていますが、当社とし
て2018年12月31日現在の実質所有株式数の確認ができませんので、上記大株主の状況は、株主名簿上の所有株式数に基づき記載しています。
なお、当該報告書による2018年12月24日現在の株式所有状況は以下のとおりです。

　保有株券等の数 17,183千株、株券等保有割合 7.56％

　（内訳）

　　（株）三菱ＵＦＪ銀行 保有株券等の数 3,118千株、株券等保有割合 1.37％

　　三菱ＵＦＪ信託銀行（株） 保有株券等の数 12,489千株、株券等保有割合 5.49％

　　三菱ＵＦＪ国際投信（株） 保有株券等の数 1,575千株、株券等保有割合 0.69％

なお、（株）三菱ＵＦＪ銀行及び共同保有４名から、2019年２月４日付で、株式等の大量保有に関する変更報告書が提出されています。当該報告書
による2019年１月28日現在の株式所有状況は以下のとおりです。

保有株券等の数　21,390千株、株券等保有割合　9.40％

（内訳）

　　（株）三菱ＵＦＪ銀行 保有株券等の数 3,118千株、株券等保有割合 1.37％

　　三菱ＵＦＪ信託銀行（株） 保有株券等の数 12,352千株、株券等保有割合 5.43％

MUFGセキュリティーズEMEA（MUFG Securities EMEA plc）　保有株券等の数 2,000千株、株券等保有割合 0.88％

三菱ＵＦＪ国際投信（株） 保有株券等の数 1,644千株、株券等保有割合 0.72％

三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券（株）　保有株券等の数 2,275千株、株券等保有割合 1.00％



３．企業属性

上場取引所及び市場区分 東京 第一部

決算期 12 月

業種 ガラス・土石製品

直前事業年度末における（連結）従業員
数

1000人以上

直前事業年度における（連結）売上高 1兆円以上

直前事業年度末における連結子会社数 100社以上300社未満

４．支配株主との取引等を行う際における少数株主の保護の方策に関する指針

―――

５．その他コーポレート・ガバナンスに重要な影響を与えうる特別な事情

当社子会社の伊勢化学工業（株）は、東京証券取引所市場第２部に上場していますが、当社は、事業運営に関し上場企業としての自主性を尊重

しつつ、必要に応じ側面からの支援を行っています。



Ⅱ経営上の意思決定、執行及び監督に係る経営管理組織その他のコーポレート・ガバナンス体制の状況

１．機関構成・組織運営等に係る事項

組織形態 監査役設置会社

【取締役関係】

定款上の取締役の員数 15 名

定款上の取締役の任期 1 年

取締役会の議長 社外取締役

取締役の人数 7 名

社外取締役の選任状況 選任している

社外取締役の人数 3 名

社外取締役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k

江川雅子 他の会社の出身者

長谷川閑史 他の会社の出身者

柳弘之 他の会社の出身者

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

c 上場会社の兄弟会社の業務執行者

d 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

e 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

f 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

g 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

h 上場会社の取引先（d、e及びｆのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

i 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

j 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

k その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由



江川雅子 ○ ―――

江川雅子氏については、理事として大学経営
の経験を有しており、また、グローバルな金融
機関における経験、日本企業の経営及びコー
ポレートガバナンスに関する研究経験を有する
など、企業経営に関する豊富な知見を有してい
ます。この経験を生かし、当社の経営全般に対
して提言をいただくことにより、当社のコーポ
レートガバナンス強化が期待できるため、社外
取締役に選任しています。

また、当社では、社外取締役が、会社法におけ

る社外取締役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、社外取締役が過半
数を占める任意の指名委員会において確認し
ているため、独立役員として指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定

められた独立役員の基準を満たしていること

を、改めて確認しています。

長谷川閑史 ○ ―――

長谷川閑史氏については、武田薬品工業（株）
の取締役社長、取締役会長を歴任し、積極的
に経営のグローバル化を推進する同社におい
て会社経営についての豊富な経験を有してい
ます。この経験を生かし、当社の経営全般に対
して提言をいただくことにより、当社のコーポ
レートガバナンス強化が期待できるため、社外
取締役に選任しています。

また、当社では、社外取締役が、会社法におけ

る社外取締役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、社外取締役が過半
数を占める任意の指名委員会において確認し
ているため、独立役員として指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定

められた独立役員の基準を満たしていること

を、改めて確認しています。

柳弘之 ○ ―――

柳弘之氏については、ヤマハ発動機㈱の取締
役会長を務めており、積極的にグローバル展
開を推進している同社において会社経営につ
いての豊富な経験を有しております。この経験
を生かし、当社の経営全般に対して提言をいた
だくことにより、当社のコーポレートガバナンス
強化が期待できるため、社外取締役に選任し
ています。

また、当社では、社外取締役が、会社法におけ

る社外取締役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、社外取締役が過半
数を占める任意の指名委員会において確認し
ているため、独立役員として指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定

められた独立役員の基準を満たしていること

を、改めて確認しています。

指名委員会又は報酬委員会に相当する
任意の委員会の有無

あり

任意の委員会の設置状況、委員構成、委員長（議長）の属性

委員会の名称 全委員（名）
常勤委員
（名）

社内取締役
（名）

社外取締役
（名）

社外有識者
（名）

その他（名）
委員長（議
長）

指名委員会に相当
する任意の委員会

指名委員会 5 0 2 3 0 0
社外取
締役

報酬委員会に相当
する任意の委員会

報酬委員会 5 0 2 3 0 0
社外取
締役



補足説明

指名委員会は、提出日現在、３名の社外取締役を含む合計５名の取締役で構成されています。なお、当社では、社外取締役の独立性を確保す

るため、会社法における社外取締役の規定に加え、当社独自の内規を定め、これを社外取締役の選任基準としています。2018年度においては、
合計13回の指名委員会を開催し、取締役及び監査役の候補者を選定し、取締役会に対して推薦するとともに、取締役及び執行役員に求められる
要件、配置及び育成について審議しました。

また、報酬委員会は、提出日現在、３名の社外取締役を含む合計５名の取締役で構成されています。2018年度においては、合計８回の報酬委員
会を開催しました。同委員会では、当社「役員報酬の決定方針」を踏まえ、取締役及び執行役員の業績連動報酬及び株式報酬制度ならびに限度
額の改定、執行役員の業績連動報酬の支給額の決定ならびに次年度の目標設定、取締役・監査役・執行役員の報酬水準の分析・検証等につい
て審議し、取締役会に提案しました。これらの提案を受け、延べ４回の取締役会において、報酬委員会からの提案内容について審議・決議しまし
た。

【監査役関係】

監査役会の設置の有無 設置している

定款上の監査役の員数 5 名

監査役の人数 4 名

監査役、会計監査人、内部監査部門の連携状況

監査役は、会計監査人との会合を開催し、会計監査の実施経過やその結果等の情報を入手するとともに、会計監査人からの報告や意見交換を
通じ、連携して監査の実効性を高めることに努めています。

監査役は、内部監査機能を有する監査部等と定期的な会合を開催し、内部監査の実施経過及びその結果等の情報を入手するとともに、監査部
等からの報告や意見交換を通じ、連携して監査の実効性を高めることに努めています。

社外監査役の選任状況 選任している

社外監査役の人数 3 名

社外監査役のうち独立役員に指定され
ている人数

3 名

会社との関係(1)

氏名 属性
会社との関係(※)

a b c d e f g h i j k l m

森本芳之 他の会社の出身者

作宮明夫 他の会社の出身者

竹岡八重子 弁護士

※　会社との関係についての選択項目

※　本人が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「○」、「過去」に該当している場合は「△」

※　近親者が各項目に「現在・最近」において該当している場合は「●」、「過去」に該当している場合は「▲」

a 上場会社又はその子会社の業務執行者

b 上場会社又はその子会社の非業務執行取締役又は会計参与

c 上場会社の親会社の業務執行者又は非業務執行取締役

d 上場会社の親会社の監査役

e 上場会社の兄弟会社の業務執行者

f 上場会社を主要な取引先とする者又はその業務執行者

g 上場会社の主要な取引先又はその業務執行者

h 上場会社から役員報酬以外に多額の金銭その他の財産を得ているコンサルタント、会計専門家、法律専門家

i 上場会社の主要株主（当該主要株主が法人である場合には、当該法人の業務執行者）

j 上場会社の取引先（f、g及びhのいずれにも該当しないもの）の業務執行者（本人のみ）

k 社外役員の相互就任の関係にある先の業務執行者（本人のみ）

l 上場会社が寄付を行っている先の業務執行者（本人のみ）

m その他

会社との関係(2)

氏名
独立
役員

適合項目に関する補足説明 選任の理由



森本芳之 ○ ―――

森本芳之氏については、㈱ブリヂストンの取締
役及びCTOとして、積極的にグローバル展開を
推進している同社において会社経営について
の豊富な経験を有しております。この経験を生
かし、監査役としての役割を果たすことが期待
できるため、社外監査役に選任しています。

また、当社では、社外監査役が、会社法におけ
る社外監査役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、監査役会、及び、
社外取締役が過半数を占める任意の指名委員
会において確認しているため、独立役員として
指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定
められた独立役員の基準を満たしていること
を、改めて確認しています。

作宮明夫 ○ ―――

作宮明夫氏については、オムロン（株）の取締
役として会社経営についての豊富な経験を有
するとともに、同社において各種諮問委員会の
副委員長としてコーポレートガバナンスに関す
る取り組みを推進してきました。この経験を生
かし、監査役としての役割を果たすことが期待
できるため、社外監査役に選任しています。

また、当社では、社外監査役が、会社法におけ
る社外監査役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、監査役会、及び、
社外取締役が過半数を占める任意の指名委員
会において確認しているため、独立役員として
指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定
められた独立役員の基準を満たしていること
を、改めて確認しています。

竹岡八重子 ○ ―――

竹岡八重子氏については、弁護士としての豊
富な経験と法律やコンプライアンスに関する高
度な知見を有しております。この経験及び知見
を生かし、監査役としての役割を果たすことが
期待できるため、社外監査役に選任していま
す。

また、当社では、社外監査役が、会社法におけ
る社外監査役の要件に加え、当社が定める社
外役員の独立性に関する基準を満たし、独立
性が確保されていることを、監査役会、及び、
社外取締役が過半数を占める任意の指名委員
会において確認しているため、独立役員として
指定しています。

また、有価証券上場規程及び同施行規則に定
められた独立役員の基準を満たしていること
を、改めて確認しています。

【独立役員関係】

独立役員の人数 6 名

その他独立役員に関する事項

当社は、社外役員の独立性を確保するため、以下の基準を定めています。

（１）当社グループの重要な事業領域において競合する会社が属する連結企業グループ

　　（以下、「連結企業グループ」とは、親会社及びその子会社を指し、当社グループは含まないものとする。）内の会社の業務執行者（社外取締
役　　を除く取締役、執行役及び使用人を指す。以下同様。）でないこと。

　　また、当該連結企業グループに属する会社の議決権の１０％以上を保有しないこと及び当該連結企業グループに属する会社の議決権の

　　１０％以上を保有する会社の業務執行者でないこと。

（２）過去３年間において、当社グループから役員報酬（※）以外に１,０００万円/年以上を受領していないこと。

　　（※）社外取締役に関しては取締役報酬、社外監査役に関しては監査役報酬を指す。

（３）過去３年間において、当社グループを主要な取引先とする連結企業グループに属する会社の業務執行者でないこと。

　　なお、当社グループを主要な取引先とする連結企業グループとは、当該連結企業グループから当社グループへの販売額が、当該連結企業

グループの直前事業年度の連結売上高の２％を超えるものを指す。

（４）過去３年間において、当社グループの主要な取引先である連結企業グループに属する会社の業務執行者でないこと。

　　なお、当社グループの主要な取引先である連結企業グループとは、当社グループから当該連結企業グループへの販売額が、当社グループの
直前事業年度の連結売上高の２％を超えるものを指す。



（５）過去３年間において、当社グループを担当する監査法人の社員でないこと。

（６）当社の大株主（議決権の１０％以上を保有している者）でないこと及び大株主の業務執行者でないこと。

（７）その他、重大な利益相反や、独立性を害するような事項がないこと。

　　（※）株主の議決権行使の判断に影響を及ぼすおそれがないものと判断する軽微基準は、上記のとおりです。

　　なお、当社は独立役員の資格を充たす者を全て独立役員に指定しています。

【インセンティブ関係】

取締役へのインセンティブ付与に関する
施策の実施状況

業績連動型報酬制度の導入、その他

該当項目に関する補足説明

詳細は「報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容」をご覧ください。

ストックオプションの付与対象者

該当項目に関する補足説明

―――

【取締役報酬関係】

（個別の取締役報酬の）開示状況 一部のものだけ個別開示

該当項目に関する補足説明

2018年度における当社の取締役7名（うち社外取締役3名）の報酬は、以下の通りです。

イ．月例報酬 307百万円（うち社外取締役46百万円）

ロ．業績連動賞与 103百万円（執行役員を兼務する取締役が対象）

ハ．株式報酬型159百万円（うち社外取締役４百万円）

なお、報酬総額が１億円以上の者については、個別の報酬の開示をしており、その報酬は以下の通りです。

イ．取締役会長 石村 和彦 支給総額156百万円

（内訳：月例報酬 102百万円、株式報酬型54百万円）

ロ．代表取締役社長執行役員ＣＥＯ　島村　琢哉　支給総額　205百万円

（内訳：月例報酬 79百万円、業績連動賞与　64百万円、株式報酬型　62百万円）

報酬の額又はその算定方法の決定方針
の有無

あり

報酬の額又はその算定方法の決定方針の開示内容

イ．報酬制度の基本的な考え方

　当社は報酬原則として、役員報酬全般に関わる基本的な姿勢及び考え方を次のとおり定めています。

　・競争優位の構築と向上のため、多様で優秀な人財を引きつけ、確保し、報奨することのできる報酬制度であること

　・企業価値の持続的な向上を促進するとともに、それにより株主の皆様と経営者の利益を共有する報酬制度であること

　・ＡＧＣグループの持続的な発展を目指した経営戦略上の業績目標達成を動機付ける報酬制度であること

　・報酬制度の決定プロセスは、客観的で透明性の高いものであること

ロ．報酬の構成

　　①定額報酬である「月例報酬」と、変動報酬である「賞与」及び「株式報酬」で構成され、役位に応じて、次のとおり適用します。

　　　【執行役員を兼務する取締役及び執行役員】　　　　　　　月例報酬　＋　賞与　＋　株式報酬

　　　【執行役員を兼務しない取締役（社外取締役を含む）】 月例報酬　＋　株式報酬（注１）

　　　【監査役】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　月例報酬

　　　（注１）株式報酬は業績連動部分と固定部分から構成されるが、業績連動部分は適用されない。

　　②総報酬に占める各構成要素の割合を標準支給額ベースで概ね次のとおりとし、これに以下「（ハ）変動報酬の仕組み」の内容を反映すること
としています。

　　　【取締役　社長執行役員】　　　　　　　　　　　　　　　　　　定額報酬　：　変動報酬（注２）　＝　４　：　６

　　　【執行役員を兼務する取締役（社長執行役員を除く）】　定額報酬　：　変動報酬（注２）　＝　５　：　５

　　　【執行役員を兼務しない取締役（社外取締役を除く）】　定額報酬　：　変動報酬（注２）　＝　６　：　４

　　　【社外取締役】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定額報酬　：　変動報酬（注２）　＝　９　：　１

　　　（注２）変動報酬は、賞与と１事業年度あたりの株式報酬額の合計

ハ．変動報酬の仕組み



当社グループの持続的な発展と企業価値向上を実現するため、短期・中期・長期のバランスのとれた視点を持ちながら経営を担うべく、変動報酬
は各期間のバランスを考慮したものとしています。

　①賞与

　・単年度の業績目標達成への意欲を更に高めることを目的として、単年度の連結業績指標に応じて、原則として、標準支給額に対して０～２０
０％の範囲で変動します。

　・業績指標については、事業の収益力を高めると同時に、キャッシュを創出することが重要であることから、「営業利益」と「キャッシュフロー」を用
います。

　②株式報酬

　・中長期的な企業価値向上への貢献意欲を高め、株主の皆様と利害共有を図るとともに、中期経営計画（以下、中計という）における業績目標
の達成に向けた意欲を高めることを目的としています。

　・本制度は役位ならびに中計における連結業績指標に応じて、原則として、標準支給額に対して０～２００％の範囲で変動する当社株式等の交
付を行う「業績連動部分」と、役位に応じて一定数の当社株式等の交付を行う「固定部分」から構成されます。

　・業績指標については、中計期間の重要な業績目標の一つであるＲＯＥを達成するため、素材メーカーとして資産効率を高めていくことが重要で
あることから「営業資産利益率」（注３）を用います。加えて、効率性の向上を、企業の持続的な成長も実現しながら達成することが重要であること
から「EBITDA」を用います。

　（注３）営業資産利益率＝事業利益÷営業資産

　・役員は中計期間終了後に本制度を通じて取得した当社株式を退任するまで継続保有するものとします。

二．報酬水準

報酬水準については、第三者機関が実施する調査データの中から、大手製造業の報酬データを分析・比較し、任意の報酬委員会にて検証してい
ます。

ホ．報酬の決定方法

委員の半数以上を社外取締役とし、社外取締役が委員長を務める任意の報酬委員会において、「イ．（イ）報酬制度の基本的な考え方」を踏まえ、
取締役及び執行役員の報酬制度・水準等を審議・提案し、取締役会で決議します。また、報酬支払結果についても報酬委員会で検証しています。
これらを通じて、報酬の決定プロセスに関する客観性及び透明性を高めています。

へ．本方針の決定方法

本方針は報酬委員会において審議・提案し、取締役会で決議します。

【社外取締役（社外監査役）のサポート体制】

社外取締役に対しては、取締役会の事務局である経営企画本部が、取締役会の開催通知や資料の事前配布を行うとともに、必要に応じ取締役
会付議事項について事前に説明を実施します。

社外監査役に対しては、監査役会事務局が、監査役会の開催、重要な会議への出席、代表取締役、社外取締役及び監査部等並びに会計監査人
との会合の調整等、その職務を補助する役割を担っています。

また、社外取締役および社外監査役は取締役会において活発に質問し、専門的見地から提言を行うなど、経営の監督機能を発揮しています。

【代表取締役社長等を退任した者の状況】

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の氏名等

氏名 役職・地位 業務内容
勤務形態・条件

(常勤・非常勤、報酬有無等)
社長等退任日 任期

――― ――― ――― ――― ――― ―――

元代表取締役社長等である相談役・顧問等の合計人数 0 名

その他の事項

当社では、代表取締役社長等を退任した者を相談役・顧問等に任命する制度はありません。

２．業務執行、監査・監督、指名、報酬決定等の機能に係る事項（現状のコーポレート・ガバナンス体制の概要）

（１）経営監視の体制と施策の実施状況

　当社は、取締役会を「当社グループの基本方針承認と経営執行の監視機関」と位置付けています。提出日現在、取締役の人数は７名（任期１
年）、うち３名が社外取締役（女性の取締役１名）です。また、執行役員制を採用しており、執行役員（任期１年）は、会社法規定の取締役と明確に
区別され、当社グループの経営及び事業の執行責任を負っています。

　2018年度においては、合計14回の取締役会を開催し、当社グループの経営執行の監視を行うとともに、取締役候補者の決定、次期執行役員の
内定及び決定、重要財産の取得及び処分、予算等の重要事項の承認を行いました。

　また、コーポレートガバナンス体制のより一層の強化を目指し、取締役及び執行役員等の評価・選任及び報酬に関する客観性を高めるため、

取締役会の任意の諮問委員会として、「指名委員会」と「報酬委員会」を設置しています。

　当社は監査役制度を採用しており、監査役は、提出日現在、社外監査役３名（女性の監査役1名）を含む４名で、監査役会を構成しています。

　2018年度においては、合計14回の監査役会を開催しました。監査役は、監査役会が定めた監査方針に従って、取締役会その他重要な会議への
出席、重要な書類の閲覧、本社各部門や事業所の監査、子会社調査等を行い、監査役会に報告しました。監査役会は、各監査役の監査報告に
基づき、監査報告書を作成して取締役会に提出しました。

　なお、当社と社外取締役３名及び監査役４名との間では、会社法第423条第１項に定める責任について、会社法第425条第１項各号に定める金
額の合計額を限度とする責任限定契約を締結しています。



（２）経営執行の体制

　当社は、執行役員制、カンパニー（社内擬似分社）制を導入しており、グローバル連結運営体制を採用するとともに、事業執行の責任と権限をカ

ンパニー／ＳＢＵに大幅に委譲しています。

　カンパニーは、売上高が概ね2,000億円を超え、グローバルに事業を展開する事業単位と位置付けており、「ビルディング・産業ガラス」、

「オートモーティブ」、「電子」、「化学品」の4つのカンパニーを設置しています。また、それ以下の規模の事業単位はＳＢＵ（戦略事業単位：ストラテ
ジックビジネスユニット）と位置付け、「マルチマテリアル事業本部」及び「ＡＧＣセラミックス」がＳＢＵとして設置されています。 なお、「ビルディング・

産業ガラス」及び「オートモーティブ」につきましては、サプライチェーンの最上流に位置し最大の資産であるフロート板ガラス製造設備（ガラス溶解
窯）を、共同で活用しており、経営資源の配分の決定がそれぞれの業績に密接に影響を与え、業績評価についても不可分の関係にあることから、
「ガラス」セグメントとして全体最適生産、シナジー効果の維持等を目的に、両カンパニープレジデント等参加の下で「ガラスセグメント会議」等を設
置し、グループ利益の最大化を協働で図っております。

３．現状のコーポレート・ガバナンス体制を選択している理由

当社は、経営監視機能と経営執行機能を明確に分離することにより経営監視機能を強化するとともに、社外取締役の選任及び任意の指名委員

会、報酬委員会の設置により経営の客観性・透明性の向上を図っています。これに加え、監査役による取締役の職務執行の監査も十分に機能し

ており、コーポレートガバナンスの体制の強化を十分図ることができると考えられるため、監査役制度を採用しています。



Ⅲ株主その他の利害関係者に関する施策の実施状況

１．株主総会の活性化及び議決権行使の円滑化に向けての取組み状況

補足説明

株主総会招集通知の早期発送
2019年3月28日に開催した第94回定時株主総会においては、株主総会招集通知を株主
総会開催日の22日前（2019年3月6日）に、発送しました。また、発送前の2019年3月1日に
当社ウェブサイト等に開示しています。

集中日を回避した株主総会の設定 例年、他社の総会が集中しない3月に開催しています。

電磁的方法による議決権の行使
議決権行使の利便性を高めるため、インターネット（携帯電話によるものを含む）経由での
議決権行使を可能としています。

議決権電子行使プラットフォームへの参
加その他機関投資家の議決権行使環境
向上に向けた取組み

機関投資家向けに、（株）ＩＣＪが運営する機関投資家向け議決権電子行使プラットフォー
ムを利用しています。

招集通知（要約）の英文での提供
株主総会招集通知については、主に外国人株主の議決権行使を容易にする目的で、全
文の英訳を作成しています。

その他
早期情報開示の観点から、株主総会招集通知については、発送前に和文及び英訳の全
文を、当社ウェブサイト等に掲載しています。

２．ＩＲに関する活動状況

補足説明

代表者
自身に
よる説
明の有
無

ディスクロージャーポリシーの作成・公表

当社グループは、行動基準としてＡＧＣグループ企業行動憲章を定め、「お客
様、地域の方々、株主様など、社会の様々な方々とのコミュニケーションを図
り、企業情報を適切かつ公正に開示する」ことを宣言しています。当社グルー
プは、この基本的な考えに基づき、情報を開示しています。

当社グループのディスクロージャーポリシーについては、当社ウェブサイトに掲
載しています。

<和文>

　http://www.agc.com/ir/policy/policy/index.html

<英文>

http://www.agc.com/en/ir/policy/policy/index.html

個人投資家向けに定期的説明会を開催
年に数回、個人投資家向けに説明会を開催しています。2018年は、個人投資
家向け説明会を計５回実施しました。

なし

アナリスト・機関投資家向けに定期的説
明会を開催

本決算及び第２四半期の業績発表当日にＣＥＯ、ＣＦＯの出席するアナリスト・
機関投資家向け説明会を実施しています。説明会では、ＣＥＯが中期経営計
画（またはその進捗状況）の説明を、ＣＦＯは決算の説明を実施しています。ま
た、第１四半期及び第３四半期の業績発表の当日にはＣＦＯによるアナリスト・
機関投資家向けのテレフォンカンファレンスを、それぞれ実施しています。

あり

海外投資家向けに定期的説明会を開催
毎年、米国・欧州等において海外投資家の個別訪問を実施し、また国内外に
おいて海外投資家向けカンファレンスに参加し、直近の決算実績、中期経営計
画（またはその進捗状況）を説明しています。

あり

IR資料のホームページ掲載

掲載しているＩＲ情報は次の通りです。日本語サイトと英語サイトの双方に同

内容の資料を掲載するように努めています。１．決算短信、２．有価証券報告

書、３．ＡＧＣレポート（会社紹介資料）、４．フィナンシャル・レビュー、５．会社

説明会・決算説明会資料、６．中期経営計画及び決算説明会の音声配信、

７．会社概要及び参考資料、８．財務データ集（過去１０年分の財務データ）、

９．定時株主総会の招集通知、１０．ＡＧＣ Ｒｅｖｉｅｗ（株主通信）、１１．株式・社

債情報、１２．株価情報、１３．ＩＲカレンダーなど

<和文> http://www.agc.com/ir/

<英文> http://www.agc.com/en/ir/



IRに関する部署（担当者）の設置
広報・ＩＲ部にＩＲチームを設置しており、グループ内の各事業部門、企画部門、
財務部門等と連携してＩＲ活動を充実させています。

その他

ＣＥＯ、ＣＴＯ、ＣＦＯ、財務担当執行役員、IR担当者が主要な国内及び海外投
資家を個別訪問し、業績等について説明を行っています。また、不定期に工
場・施設見学会を開催しています。2018年は、個人株主向け愛知工場見学会
を１回、鹿島工場見学会を１回、ＣＦＯとの対話会を兼ねたAGC Studio（ショー

ルーム）見学会を１回開催しました。

３．ステークホルダーの立場の尊重に係る取組み状況

補足説明

社内規程等によりステークホルダーの立
場の尊重について規定

当社グループでは、グループビジョン“Look Beyond”において、グループメンバー全員が共

有すべき価値観として「イノベーション＆オペレーショナル・エクセレンス（革新と卓越）」「ダ
イバーシティ（多様性）」「エンバイロンメント（環境）」「インテグリティ（誠実）」を掲げ、あらゆ
るステークホルダーから信頼される企業であり続けることをグループの成長発展の条件と
考えています。また、企業が果たすべき社会的責任を示した「ＡＧＣグループ企業行動憲
章」を制定しています。さらに、全従業員が業務遂行において順守すべき事項を「行動基準
（ＡＧＣグループ行動基準）」に定め、ステークホルダーの期待に的確に応え、信頼を得るこ
とを目指しています。

環境保全活動、ＣＳＲ活動等の実施

ＣＳＲ活動については、ＣＥＯを委員長とし、ＣＴＯ、ＣＦＯ及び各部門の長を委員とする「ＣＳ
Ｒ委員会」で、当社グループの全体方針・全体課題について審議しています。環境につい
ては、当社グループ全体で共有する「ＡＧＣグループ環境基本方針」を定め、当該方針の
下、当社及び国内外のすべての子会社を含めた環境マネジメントにグループ一体で取り組
んでいます。

ＣＳＲ活動の詳細は、当社ウェブサイトに掲載しています。

（http://www.agc.com/csr/）

ステークホルダーに対する情報提供に
係る方針等の策定

当社グループは、「ＡＧＣグループ企業行動憲章」において、お客様、地域の方々、株主様
など、様々なステークホルダーの方々とコミュニケーションを図り、企業情報を適切・公正に
開示すべきことを定めています。当社は、適時適切な情報開示が上場企業としての重要な
責務であると認識し、適時開示に係わる法令、諸規則を順守しています。また、「行動基準
（ＡＧＣグループ行動基準）」及び「インサイダー取引防止管理規程」を定め、必要な情報管
理及び教育を行っています。

その他
当社役員（取締役・監査役）への女性登用は、11名中2名（取締役・監査役）です。また、当
社の管理職に占める女性割合は5.2％（2018年12月21日現在）です。そして、AGCグループ
全体では、管理職に占める女性割合は7％程度です。



Ⅳ内部統制システム等に関する事項

１．内部統制システムに関する基本的な考え方及びその整備状況

当社グループは、グループビジョン "Look Beyond"において、「イノベーション＆オペレーショナル・エクセレンス（革新と卓越）」、「ダイバーシティ

（多様性）」、「エンバイロンメント（環境）」、「インテグリティ（誠実）」の４つの価値観を、あらゆる行動の基礎として当社グループ全体で共有すべき
最も重要な価値観として位置付けています。

また、グループビジョン "Look Beyond" の追求を正しく導く規範として、企業が果たすべき社会的責任を「AGCグループ企業行動憲章」として定め

ています。

業務の適正を確保するための体制は、次のとおりです。

（１）当社グループの取締役・使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制（コンプライアンス体制）

　当社グループは、グループビジョン"Look Beyond"において、グループ全体で共有すべき最も重要な価値観の一つとして「インテグリティ（誠実）」

を掲げ、コンプライアンス体制の整備、強化に取り組んでいます。

　具体的には、当社グループのコンプライアンス体制の整備を統括し、これを推進する責任者としてCCO（チーフコンプライアンスオフィサー）を置
き、当社社長執行役員から権限を委譲された執行役員がこれを務めております。さらにCCOの下に、法令・企業倫理遵守の専門機関として、グ
ローバルコンプライアンスリーダー及びコンプライアンス委員会を設置し、当社グループにおけるコンプライアンス施策の企画と実践を行っておりま
す。また、法令・企業倫理に沿った行動を徹底するために、行動基準（AGCグループ行動基準）にグローバル共通の遵守事項及び各国・各地域の
遵守事項を定め、AGCグループのコンプライアンス体制を整備し、教育・研修の実施等の展開を図っています。

　コンプライアンスに関わる通報や相談に対応するため、当社グループでは、通報・相談窓口（ヘルプライン）を設置しています。更に、当社全従業
員及び子会社の幹部に対し、行動基準遵守の誓約書の提出を義務付けています。

　当社グループのコンプライアンスの遵守状況、コンプライアンスに関わる通報・相談制度の運用状況については、定期的に当社取締役会（以下、
取締役会）に報告しています。

　また、当社グループの法務管理体制を構築し、重要な法務問題についての情報を把握するとともに、定期的に取締役会に報告しています。

　当社グループの内部監査については、監査部及び各地域に配置した監査要員が、年度監査計画等に基づき、管理・運営の制度構築状況及び
業務遂行状況の適法性・合理性等に関する内部監査を実施し、随時、社長執行役員に監査結果を報告するとともに、定期的に取締役会に報告し
ています。

　金融商品取引法に基づき、当社グループの財務報告の信頼性を確保するため、「AGCグループ財務報告に係る内部統制実施規程」を定め、財
務報告に係る内部統制の体制を整備しています。

（２）当社グループの取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制（情報保存管理体制）

　当社グループは、法令及び社内規程に基づいて、重要書類・情報の保存、管理を行っています。重要書類・情報の機密保持については、情報セ
キュリティに関する基本方針を社内に周知し、所定の手続に従い実施しています。

（３）当社グループの損失の危険の管理に関する規程その他の体制（リスク管理体制）

　当社グループのリスク管理体制に関する基本方針である「AGCグループ統合リスクマネジメント基本方針」を定め、リスク管理及び危機対応の体
制を整備しています。

　リスク管理については、社内規程に基づき、当社グループにおける重要なリスク要因を定め、リスク管理状況を定期的に当社経営会議（以下、経
営会議）、取締役会で審議し、監視することとしています。また、当社グループの事業運営上の個別のリスクについては、コーポレート職能部門、
社内カンパニー、ＳＢＵ（戦略事業単位）が、事業・案件ごとにリスクの分析や対策を検討し、必要に応じ経営会議、取締役会で審議しています。

　当社グループのコンプライアンス、環境、災害、品質等に関するリスクについては、当社の各所管部門が、ガイドライン等の制定・周知、研修、モ
ニタリング等を適宜実施しています。

　危機対応については、社内規程に基づき、当社グループの経営成績及び財政状態に重要な影響を及ぼす可能性のある不測の事態の発生に備
え、社長執行役員に迅速かつ確実に情報を報告し、共有するための危機管理レポートラインを設定するとともに、社長執行役員の判断により、直
ちにグループ対策本部を設置し、迅速かつ適切な初期対応が取れる体制を整備しています。

（４）当社グループの取締役の職務の遂行が効率的に行なわれることを確保するための体制（効率的な職務執行体制）

　当社は、コーポレートガバナンス体制整備の基本方針として、経営監視機能と経営執行機能を明確に分離し、経営監視機能を強化するととも
に、経営執行における迅速な意思決定を図っています。

　経営監視については、当社では、社外取締役を含む取締役で構成される取締役会を開催し、当社グループの重要事項の決定、業務執行状況
の監督を行っています。また、任意の指名委員会、報酬委員会を設置し、当社取締役、執行役員の評価・選任、報酬に関する客観性を担保してい
ます。

　経営執行については、当社では、社内カンパニー制、執行役員制の下、一定基準により、執行の責任と権限を、各カンパニー、ＳＢＵに委任し、
当社グループの経営方針・業績目標に沿った具体的な連結ベースでの業績管理指標の下、事業運営を行い、その評価を実施しています。

　当社グループにおける職務の執行は、業務分掌、決裁基準に基づく意思決定ルールに従い実施され、その運用状況を内部監査により定期的に
検証しています。

（５）子会社の取締役の職務の執行に係る事項の当社への報告に関する体制（子会社から当社への報告体制）

　子会社は、事業運営等に関する一定の事項を当社に報告しています。このうち重要な事項については、経営会議、取締役会に報告しています。

　子会社は、当社グループのコンプライアンス体制及び法務管理体制の下、子会社で生じた重要なコンプライアンスに関する問題、重要な法務問
題等を速やかに当社に報告しています。これらの事項については、定期的に取締役会に報告しています。　

　子会社に対して実施した内部監査の結果については、内部監査部門は、随時、社長執行役員に報告するとともに、定期的に取締役会に報告し
ています。

　

（６）監査役の監査体制に関する事項

　イ．監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する事項

　　当社は、監査役の職務を補助すべき組織として監査役会事務局を置いています。

　ロ．当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

　　監査役会事務局員の人事異動、評価等については、監査役会の同意を要することとしています。

　ハ．監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項

　　監査役会事務局員は、他部署の使用人を兼務せず、監査役会に関する職務を専属で行い、監査役の指示に従っています。

　ニ．当社の取締役及び使用人、子会社の取締役及び使用人又はこれらの者から報告を受けた者が当社の監査役に報告をするための体制

　　当社の取締役及び使用人は、監査役に対し、法令・定款に違反する事実、会社に著しい損害を及ぼすおそれがある事実、その他社内規程に　



定める事項を報告することとしています。

　　子会社は、法令・定款に違反する事実、会社に著しい損害を及ぼすおそれがある事実等について、当社に報告することとしています。これらの
事項について、報告を受けた部門は、速やかに当社の監査役に報告することとしています。

　ホ．前号の報告をした者が当該報告をしたことを理由として不利な取扱いを受けないことを確保するための体制

　　当社グループは、グループ行動基準において、行動基準違反等に関し通報を行った者に対する不利益な取扱いや報復行為を禁止し、当社グ
ループ従業員に周知徹底しています。

　へ．監査役の職務の執行について生ずる費用の償還の手続等に係る方針に関する事項

　　当社は、監査役の支払った費用については、当該費用が監査役の職務の執行に必要でないと認められた場合を除き、速やかに処理していま
す。　

　ト．その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制

　　経営会議、中計・予算審議会、業績モニタリング会議等の重要な会議に、監査役が出席するとともに、代表取締役と監査役及び社外取締役と
監査役の会合を定期的に開催しています。

　　内部監査機能を有する監査部等と監査役の会合を定期的に開催し、監査役が内部監査の実施経過及びその結果等の情報を入手できる体制
をとっています。更に、監査役が、監査部、会計監査人等からの報告や意見交換を通じ、連携して監査の実効性を高めることができる体制を整備
しています。

２．反社会的勢力排除に向けた基本的な考え方及びその整備状況

当社は、グループの社会的責任を「ＡＧＣグループ企業行動憲章」で宣言するとともに、社員一人ひとりが法令・企業倫理に沿って行動すべきこ

とを行動基準（ＡＧＣグループ行動基準）に定めていますが、いずれにおいても、反社会的勢力に対して毅然とした態度で臨み、関係を遮断すると

いう方針を明確にしています。

当社では、監査役が社内関係部署から寄付金、交際費、加入団体会費等について定期的に報告を受け、その内容を確認するとともに、監査部

が年度監査計画に基づき実施する内部監査において、社内各部署及びグループ会社による寄付金、交際費、加入団体会費等の支払いについて

不適切なものがないかを確認する体制を構築することにより、反社会的勢力を排除しています。

また、総務部が、関係行政機関や他社などから反社会的勢力に関する情報収集を行うとともに、必要に応じて、グループ内に対して情報

発信や対処方法などに関する教育を実施しています。



Ⅴその他

１．買収防衛策の導入の有無

買収防衛策の導入の有無 なし

該当項目に関する補足説明

―――

２．その他コーポレート・ガバナンス体制等に関する事項

（１）会社情報の管理体制と収集・把握

　・ＣＦＯを議長とし、ＣＴＯ、経営企画本部長、広報・ＩＲ部長、経理・財務部長、法務部長を委員とする情報管理協議会を設置し、重要な会社情報
の適時開示やインサイダー取引防止に関する関連法規、社内関係規程の遵守の指導・監理などを行っています。

　・情報管理協議会の下に、広報・ＩＲ部長を委員長とし、経営企画、経理・財務、法務、広報・ＩＲの各部門から構成される適時開示委員会を設置

　し、適時開示の要否に関する協議を行っています。

　・社内各部署に適時開示に関する担当者を設置し、当該担当者が各部署における重要な情報について一括管理しています。

　・広報・ＩＲ部が適時開示担当部署となっており、適時開示に該当すると想定される重要な会社情報に関しては、その関係部署の適時開示担当

　者より適宜、広報・ＩＲ部に情報が集約されます。なお、この重要な会社情報には、社内規程により経営会議や取締役会での決議が不要で各部

　署において決議できる事項も含まれます。

　・広報・ＩＲ部が関係部署の適時開示担当者に対し内容に関する事前確認を行います。

　・当社グループのコンプライアンス体制の整備を統括し、これを推進するＣＣＯ（チーフコンプライアンスオフィサー）を置いています。そして、社長
執行役員ＣＥＯ（以下、ＣＥＯ）から権限を委譲されたＣＣＯの下に、法令・企業倫理遵守の専門機関としてグローバルコンプライアンスリーダー及び
コンプライアンス委員会を設置し、法令等に反する業務遂行上の情報についても、ＣＣＯを通じてＣＥＯが適時に把握できる体制となっています。な
お、社内通報窓口に加え、社外弁護士事務所等に通報・相談窓口を設置しています。

（２）適時開示の要否の判定、決裁

　・広報・ＩＲ部長は、定期的に適時開示委員会を招集し、同会において適時開示規則等に準じ開示要否を協議します。

　・広報・ＩＲ部長は、適時開示委員会での開示要否に関する協議結果についてＣＥＯに伺出を行い、ＣＥＯが最終的に判定、決裁します。ただし、

　軽微な事項については、委員長である広報・ＩＲ部長が決裁します。広報・ＩＲ部長は、この決裁の結果について、情報管理協議会議長並びに各

　委員に報告します。

（３）適時開示の実施

　・広報・ＩＲ部長は、開示の必要があると判定された場合、決定事実及び決算情報については、機関決定後速やかに、また発生事実について

　は、発生後速やかに開示（ＴＤｎｅｔ、ウェブサイトへの掲載等）を行います。




